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製品概要

グローブボックスなどの局所空間の湿度を任意の湿度にコントロールする事が可能な装置です。
標準仕様定価：70万円 ５～50%Rh
高加湿仕様定価：80万円 5～80%Rh
※納入時に校正証明書が必要な場合は装置価格に＋8万円程度かかります。



基本性能

例)
除湿側 15～30℃⇒5%Rh
加湿側 15℃⇒50%Rh／30℃⇒35%Rh

例)
除湿側 15～30℃⇒5%Rh
加湿側 15℃⇒80%Rh／30℃⇒70%Rh



製品の特長

特許取得の
中空糸膜方式による

調湿

コンパクト
中空糸膜による
クリーン加湿

季節や天候に
左右されない

調湿

ラクラク操作

優れた省エネ性能
（ヒーターレス）

局所空間を
スピーディーに

調湿



除湿と加湿方式あれこれ

除湿方式 中空糸膜式 吸着式 冷却式

処理量 少ない 多い 多い

除湿能力（露点） －20℃ －60℃ 4℃

特徴

・連続的に乾燥エアの
生成が可能

・ドレン処理不要

・吸着剤の再生が必要
・再生時に高温排気が
発生

・除湿能力が周辺環境
に依存

・ドレン処理が必要

加湿方式 中空糸膜式 バブリング式 噴霧式

処理量 少ない 多い 多い

加湿能力 80%（15℃時） 飽和 飽和

特徴

・膜の外側に水を給水
するだけで加湿可能

・加湿用水からの異物、
菌の流入をブロック

・高温時に高加湿可能
・飽和槽が必要
・装置が大型化になる

・手軽に使用可能
・精密な湿度制御には
不向き



調湿方法あれこれ

■分流式
飽和空気と乾燥空気を混合し、流量比により調湿エアを生成する方式

■飽和塩法（JISB7920） ■デシカント式（主に、空調）
「塩の飽和水溶液と平衡状態にある空気の相対湿度は、 ゼオライトなど吸着剤を用いた調湿方法。
塩の種類と溶液の温度で定まる。」という原理を 除湿の際は、ゼオライトに吸着させ、加湿の際
用いた方式 は、ゼオライトに温度をかけ、吸着した水分を

再放出させる方式

MFC

MFC

乾燥空気
(露点-30℃)

対象空間へ

飽和槽
(ﾊﾞﾌﾞﾘﾝｸﾞ)

流量比で混合

10℃ 20℃ 30℃ 40℃

塩化カリウム 86.8±0.4 85.1±0.3 83.6±0.3 82.3±0.3

塩化ナトリウム 75.7±0.3 75.5±0.2 75.1±0.2 74.7±0.2

臭化ナトリウム 62.2±0.6 59.1±0.5 56.0±0.4 53.2±0.5

塩化マグネシウム 33.5±0.3 33.1±0.2 32.4±0.2 31.6±0.2



中空糸膜を用いた除湿と加湿

ポリイミド中空糸膜は、水蒸気を濃度の濃い方から薄い方に移動させる特性を持っています。



調湿方法

対象空間内に加湿エア・除湿エアを適宜供給する事で、対象空間内で湿度を制御します。
（設定した湿度のエアが吐出される方式ではありません。）
また、PID制御によりエア流量を制御し、設定値に対するオーバーシュート、
アンダーシュートを抑制します。



メリット ①クリーン加湿

※エア側には除菌フィルタが付いていません。



メリット ②コンパクト・軽量

対象空間内で目的の湿度に
調湿する為、

装置内に調湿用タンクが不要

加湿エア
or 

除湿エア

中空糸膜による加湿方式で飽和槽が不要
→水を加湿水タンクと加湿モジュール内
を循環させるだけのシンプルな回路

対象空間へ

300

4
5
0

装置重量は約4.5kg



メリット ③ラクラク操作

除湿した際に分離された水分は、
水蒸気として常時排気されます。

＝ドレン処理が不要

コントローラで希望の
湿度に設定するだけ

MODE FUNC

PV

SV



メリット ④省エネ

１日中加湿をし続けても
水の消費量は100ml、

安定運転時は、15ml程度で
す。

※タンク容量180ml
ヒーターレス加湿で省エネ
（消費電力：10W）



加湿用水消費量（参考）

室温：21～24℃
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加湿水消費量

設定値100% AHCU-1 設定値100% AHCU-2 設定値50% AHCU-1 設定値70% AHCU-2

24h 累計消費量

(ｼｭﾐﾚｰﾄ値)
105.6ml 14.4ml 69.6ml 1.3ml

1h毎 平均消費量 4.4ml/h 0.6ml/h 2.9ml/h 0.05ml/h

AHCU-1

100%設定時

(加湿ｴｱ常時吐出)
安定運転時

100%設定時

(加湿ｴｱ常時吐出)
安定運転時

運転方法

加湿水

消費量

AHCU-2



メリット ⑤スピーディーな調湿

【条件1】

・雰囲気温度 ：25℃

・対象空間サイズ ：H1100×D365×W400（容積：約160L）
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⇒約40minで設定値の75%に到達
湿度が安定するまでに約20min

⇒約30minで設定値の10%に到達
湿度が安定するまでに約20min

10%に
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75%に
到達

安定域

安定域

表1 容積160Lでの所要時間（10⇒75%） 表2 容積160Lでの所要時間（75⇒10%）



【条件2】

・雰囲気温度 ：23℃

・対象空間サイズ ：H150×D150×W200（容積：約4.5L）

⇒5→50%到達までに約3min、50→80%到達までに約5min
10min弱で湿度が安定

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170

対
象

B
O

X
内
相
対
湿
度

(％
)

経過時間(min)

50%に
設定

80%に
設定

50%に
到達

80%に
到達

安定域

安定域

表3 4.5Lでの所要時間（5%⇒50%⇒80%）



ニーズにマッチするケース

季節や天候に左右
される事無く

5～80%でｺﾝﾄﾛｰﾙ
可能です。

装置単体は
定価で70万です。

装置はA3の紙
位のｻｲｽﾞで、

重量は約4kgです。

各種測定時に
季節や天候による
値のバラツキで
困っている。

湿度はｺﾝﾄﾛｰﾙ
したいが、空調に
かける予算がない。

機器を設置出来る
ｽﾍﾟｰｽが
殆どない。

中空糸膜により
加湿水からの菌や
ﾊﾞｸﾃﾘｱの流出を
ﾌﾞﾛｯｸします

加湿用の水からの
ﾊﾞｸﾃﾘｱの流出が
気になる。

ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽなど
局所空間の調湿に
最適です。

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑなど温湿度が
管理された所で

より厳密に湿度管理
がしたい。



ニーズにマッチしないケース

対象空間の容積は
150Lまでです。

湿度のｺﾝﾄﾛｰﾙに
特化した装置です。

除湿の際に排気が
発生する為、

循環回路での使用は
出来ません。

装置側ではなく、
対象空間内で調湿
する方式です。

30℃／70%が
上限値です。

対象空間が完全に
ｸﾛｰｽﾞになっている。

予め湿度がｺﾝﾄﾛｰﾙ
されたｶﾞｽを

対象空間に供給する
必要がある。

高温の空間を高湿度
にしたい。

調湿したい空間が
部屋ﾚﾍﾞﾙである。

湿度だけでなく
温度もｺﾝﾄﾛｰﾙ
したい。



用途例

■粉体の秤量（吸湿防止）
■粉体の調合
■錠剤の摩損試験
■各種環境試験
（リチウムイオン電池材料・セラミックス材料
センサ関係など）

■測定環境の調整
（接触角測定環境、摩擦測定環境、引張り試験など）

■分注時の水分揮発防止
■電子部品の保管（ウェハなど）
■美術品の保管

協和界面科学株式会社 接触角計Dmo-501



使用に際して必要な機器・設備

オイルフリーコンプレッサ
（圧縮空気）

分流式（ドライエアと飽和空気を混合させる方式）
で必要となる、ドライエア（露点－30℃程度）
あるいは窒素をご用意頂く必要はありません。

対象空間
（グローブボックスなど）

エアチューブ
（外径Φ6）

容積の目安は25-150Lです。 ウレタンチューブ、ナイロンチューブを
推奨します。

シリコンなどの軟質チューブは
ご使用頂けません。



その他

出荷時に校正証明書の発行が可能です。

定期校正にも対応しております。


